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学系の研究開発の状況を明確化するために、世界最大の学協会である IEEE（Institute of 
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83 グラムであるが、十代後半では 130 グラムであり、特に若年層は注視が必要である。
参　考　1）　World Cancer Research Fund/American Institute for Cancer Research Food, Nutrition, Physical activity, and the 
Prevention of Cancer：A Global Perspective.  Washington, DC：American Institute for Cancer Research；2007
2）　Red meat intake may increase the risk of colon cancer in Japanese, a population with relatively low red 
meat consumption, Asia Pac J Clin Nutr. 2011；20（4）：603-12（国立がん研究センター）
3）　赤肉・加工肉摂取量と大腸がん罹患リスクについて（国立がん研究センター　研究成果）：
http://epi.ncc.go.jp/jphc/outcome/2869.html





































膜に直径 1 mm 程度の微小がんを作らせ、内視
鏡スプレーカテーテルを通して腹膜表面に gGlu–
HMRG（50μmol/L, 300μL）を噴霧した。その結果、























1）　Bouvet, M. and Hoffman R. M., Glowing Tumors Make for Better Detection and Resection. Sci. Transl. Med. 3, 
110fs10（2011）
2）　Urano, Y. et al., Rapid Cancer Detection by Topically Spraying a γ–Glutamyltranspeptidase-Activated Fluorescent 
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参　考　1）　N. Aso, T. Manabe, H. Yoshida：“Development of an adsorption heat-pump system that recovers waste 
heat”, Proceedings of the 2011 International Conference on Power and Energy Engineering,（2011）p20.
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参　考
1）　科学技術動向誌 2011 年 6 月号「災害時にもロバストで有効な情報伝達手段」
2）　総務省報道資料（2011 年 8 月 2 日）：http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban02_01000027.html
3）　（株）NTTドコモ・プレスリリース（2011 年 11 月 28 日）：http://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2011/11/28_00.html
4）　日本電気（株）プレスリリース（2011 年 11 月 11 日）：http://www.nec.co.jp/press/ja/1111/1101.html
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Vol. 90, No. 3, pp. 258–267 （2011）










United Nations Framework Con-
vention on Climate Change）と
「生物多様性条約」（CBD；Conven-












































略 2010」が 2010 年に閣議決定さ

































































































てきた。2010 年 10 月に名古屋で
開催された生物多様性条約第 10
回締約国会議（10th Conference of 
the Parties to the Convention on 
Biological Diversity：COP10） に
おいて、「生態系と生物多様性の経
済（The Economics of Ecosystems 
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参考文献11）を基に科学技術動向研究センターにて作成
























































































































































































































































な パ ー ム 油 の た め の 円 卓 会 議












































































































































































































































































































































1）　国連地球サミット、UN Conference on Environment and Development 1992：http://www.un.org/geninfo/bp/enviro.html
2）　気候変動枠組条約（UNFCCC：United Nations Framework Convention on Climate Change）：http://www.cbd.int/
3）　生物多様性条約（CBD：Convention on Biological Diversity）：http://www.cbd.int/
4）　環境省　生物多様性ホームページ：http://www.biodic.go.jp/biodiversity/wakaru/index.html
5）　環境省　報道発表資料　「「環境にやさしい企業行動調査」の結果について（お知らせ）」2010 年 12 月 7 日：
http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=13220
6）　「Building Biodiversity Business」　（日本語版：「生物多様性ビジネスの構築」）　2008 年 3 月
国際自然保護連合（IUCN）、シェル・インターナショナル・リミテッド社、その他連名：
http://data.iucn.org/dbtw-wpd/edocs/2008-002.pdf　http://gdm.earthmind.net/files/bbb_JP_final.pdf（日本語版）
7）　「地球規模生物多様性概況第 3 版」　（GBO-3；Global Biodiversity Outlook 3）、生物多様性条約（CBD）、2010 年 5 月：
http://gbo3.cbd.int/
8）　ミレニアム生態系評価　（Millennium Ecosystem Assessment, MA）　2005 年 3 月：
http://www.millenniumassessment.org/en/index.html
9）　「生態系へのまなざし」　鷲谷いづみ、西田睦、武内和彦　共著　（東京大学出版会 （2005 年 8 月））




12）　「The Corporate Ecosystem Services Review：Guidelines for Identifying Business Risks & Opportunities Arising 
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24）　The Sustainable Forestry Initiative（SFI）　ホームページ：http://www.sfiprogram.org/
25）　The Canadian Standards Association–Sustainable Forest Management（CSA–SFM）　ホームページ：
http://www.csasfmforests.ca/
26）　Programme for the Endorsement of Forest Certification Schemes（PEFC）　ホームページ：http://www.pefc.org/
27）　Good Inside　ホームページ：http://www.goodinside.jp/index_JP.html
28）　Common Code for the Coffee Community Association（4C）　ホームページ：http://www.4c-coffeeassociation.org/
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は、日本の海岸約 35,000 km のう

















































































算 す る と、2009 年 の 1.1～1.5 倍
になる。この降水量の変化によっ
て、現時点で 200 年に 1 度程度発
生する恐れのある洪水は 90～145







































度の洪水は 25～90 年に 1 度程度
に増加すると予測される5）。
2）海面上昇


























































22 路線 130 駅のうち、17 路線 97
駅が浸水すると予測される14）。
2）高潮災害


























































































































































































































































































































































































した。この決壊により約 50 億 m3
以上（総氾濫量の 1/4）が左岸氾










土で約 188 万世帯の約 505 万人に
影響が及んだと推定されている。
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1）　気象庁、台風第 12 号による大雨、2011 年 9 月 7 日：
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/new/jyun_sokuji20110830-0906.pdf










6）　井上素行、山地から河川、海域にわたる流砂系問題に対する実証的研究の推進、科学技術動向 2009 年 5 月号 p19-32：
http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt098j/0905_03_featurearticles/0905fa02/200905_fa02.html
7）　白石栄一、局地的な降雨観測・予測技術の動向、科学技術動向 2009 年 2 月号 p34-45：
http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt095j/0902_03_featurearticles/0902fa03/200902_fa03.html
8）　気象庁、気候変動監視レポート 2010、2011 年 6 月：
http://www.data.kishou.go.jp/climate/cpdinfo/monitor/2010/pdf/ccmr2010_chap1.pdf
9）　国土交通省編、平成 21 年度国土交通白書、2010 年 7 月
10）　気象庁、異常気象レポート 2005、2005 年 10 月：
http://www.data.kishou.go.jp/climate/cpdinfo/climate_change/2005/pdf/2005_all.pdf
11）　国土交通省、地球温暖化に伴う気候変動について、第 7 回大規模水害対策に関する専門調査会、2007 年 11 月：
http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/suigai/7/shiryou_2.pdf
12）　赤羽貞幸、上林好之、富所五郎、福岡捷二、沖積平野における縄文以来の河道と堤防の形成過程に関する研究、堤防
と河道形成過程研究会、2008 年 6 月
13）　河川堤防耐震対策緊急検討委員会、東日本大震災を踏まえた今後の河川堤防の耐震対策の進め方について報告書、2011 年 9 月
14）　中央防災会議　大規模水害対策に関する専門調査会、首都圏水没　～被害軽減のために取るべき対策とは～、2010 年
4 月：http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/suigai/100402/100402_shiryo_2.pdf
15）　科学技術動向研究センター、気候変動を前提とする高潮ハザードの予測、科学技術動向 2011 年 11・12 月号 p4：
http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt126j/menu.pdf
16）　堀智晴、古川整治、藤田暁、稲津謙治、池淵周一、氾濫源における安全度評価と減災対策を組み込んだ総合的治水対
策システムの最適設計　―基礎概念と方法論―、土木学会論文集 B　Vol.64No.1、　2008 年 1 月
17）　増本隆夫、広域水田地帯の洪水防止機能の評価と将来の流域水管理への利活用（Ⅰ）、　『水利科学』別刷　No.315、
2010 年 10 月
18）　World Federation of Engineering Organizations, Draft GUIDELINE FOR WATER-RELATED DISASTER RISK 


























2010 年 4 月より現職にて、社会基盤に関する科学技術動向等の調査研究に従事。
執筆者プロフィール






会都市計画論文集 No.42-2、2007 年 10 月
28）　東京大学ホームページ、2011 年タイ国水害調査結果（第 4 報）：
http://hydro.iis.u-tokyo.ac.jp/Mulabo/news/2011/111130_4th_report.pdf
29）　内閣府、2008 年度版防災白書、2008 年 7 月
30）　内閣府ホームページ、防災情報のページ　海外災害レポート：http://www.bousai.go.jp/kouhou/h20/07/repo_02.html
31）　財団法人国土技術研究センター、増補改訂　欧米諸国における治水事業実施システム、　2001 年 2 月
32）　臼田裕一郎、防災・減災のための情報通信システムの相互運用、科学技術動向 2008 年 2 月号 p19-31：
http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt083j/0802_03_featurearticles/0802fa02/200802_fa02.html
33）　木下鉄矢、黄河治水史序説、Humanity & Nature Newsletter No.4、大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　総合
地球環境学研究所、2006 年 10 月 1 日：
http://www.chikyu.ac.jp/archive/newsletter/pdf/newsletter_4.pdf



























の学協会である IEEE（Institute of 
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　下記の図表 2 〜図表 5 などが主な議論の対象となった。
41
シンポジウム「IEEEに見る国際競争激化とグローバル化―研究人材の国際流動性は研究開発に影響を与えるのか―」開催報告































































































　発表 2 の分析結果で提起されたうち、下記の図表 6〜図表 8 が主な議論の対象となった。
45
シンポジウム「IEEEに見る国際競争激化とグローバル化―研究人材の国際流動性は研究開発に影響を与えるのか―」開催報告
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0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%ᡜᒌ༡ኃಞኃᡜᒌ༡ኃಞኃ ᡜᒌ༡ኃಞኃᏕኃᏕኃ
Japan (University of Tokyo) Japan
United States Canada
N/A
















































































































































































と日本―（2011 年 6 月　科学技術政策研究所）
2）　調査資料 199　研究者国際流動性の論文著者情報に基づく定量分析―ロボティクス、コンピュータビジョン及び電子
デバイス領域を対象として―（2011 年 8 月　科学技術政策研究所）
3）　IEEE 刊行物にみる電気電子・情報通信分野の世界の研究動向と日本（2011 年 9 月 15 日　科学技術政策研究所 科学
技術動向研究センター 白川展之）
4）　研究者国際流動性の論文著者情報に基づく定量分析　―ロボティクス、コンピュータビジョン及び電子デバイス領域
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